
学校いじめ防止基本方針
鹿児島県立楠隼中学校 楠隼高等学校

教育関係法規 学校教育目標 時代や社会から
・日本国憲法 ・国際化，情報化などの社
・教育基本法 会の変化への対応
・学校教育法 ・いじめや不登校などの問
・学習指導要領 題行動の解消
・鹿児島県青少年保護条例 ・将来を考え学び続ける姿

勢の育成
学校経営の努力目標 いじめの定義 ・郷土教育

・学校と寮での教育活動を通 「いじめ」とは，「児童等に対して，当該児童等が ・国際理解教育
じて，多様な学習活動を重 在籍する学校に在籍している等当該児童等と一定の
ね，自分の役割を見出し， 人間関係にある他の児童等が行う心理的又は物理的 学校や寮生活などの実態
自らが主体となって行動す な影響を与える行為（インターネットを通じて行わ ・地域，世界のリーダーと
る生き方の基礎を形成する。 れるものを含む。）であって，当該行為の対象とな しての人間の形成

・個と集団として学を好む気 った児童等が心身の苦痛を感じているもの。」であ ・異年齢集団の中で社会性
風を作り，リーダーとなれ り，起こった場所は学校の内外を問わない。 を学び，たくましく生き
る好学の資質を形成する 本校のいじめに対する基本的考え方 る生徒の育成

・他者の立場や痛みを理解で １ いじめについては，「いつでも，どの生徒でも ・自主・自立の精神の育成
きる見識をもち，社会で必 起こり得る。」「ネット上のいじめも起こり得る。」
要なリーダーに必要な精神 「まだ気づいていないいじめがある。」「１件でも
の基礎を形成する。 多く発見し，１件でも多く解決する。」という認

識の基，普段の学校生活，寮生活などで全職員が
注視する。

２ 生徒の小さなサインを見逃さず，学校職員，寮
職員が連携し，積極的な情報交換を行ったり，保
護者や関係機関からの幅広い情報収集に努める。

いじめの問題への対応体制の確立
未然防止 早期発見・早期対応 教職員・寮職員の資質向上

１ 「生徒１人１人に，お互いがよさを認め合 １ いじめの問題に関する実態把握 １ いじめの問題の認知に関
い，集団の一員として協力し合える人間関係 ２ いじめについての相談体制の充実 する教職員の共通理解
を育む」ための教育活動の充実 ３ いじめへの迅速な対応と寮，関係 ２ いじめの問題に関する教

２ 「児童生徒１人１人に自他の生命などを尊 機関及び外部人材の連携の推進 職員の資質向上
重する心情や態度を育む」ための指導の徹底

具体的方策
１ 記名・無記名アンケートや教育相談，楠隼ダイアリーの活用，生徒による情報提供など，生徒の状況を把握する機会を必
ず定期的に設ける。（アンケートの実施：教育相談）
２ いじめは絶対に許されない行為であることを生徒全員に理解させる。（年度当初，学期当初の「いじめ問題を考え
る週間」の活用）

３ 「いじめ対策委員会」を設置し，いじめの予防，対応，継続指導内容について検討する。
（「いじめ対策委員会」構成メンバー：校長，教頭，生徒指導主任，養護教諭，学年主任，担任，スクールカウン
セラー，舎監長，寮関係者）

４ いじめを発見した場合
⑴ 「いじめ対策委員会」（校長，教頭，生徒指導主任，養護教諭，学年主任，担任，スクールカウンセラー，舎監
長，寮関係者）と連絡・相談・報告を行い，学校・寮全体で問題を共有し，解決するための方策を探る。

⑵ いじめられている生徒に対し，学校をあげて守り抜くことを伝える。
⑶ いじめの実態を把握するため，被害者・加害者・傍観者（見て何もしない）・観衆（見て囃し立てる）に，担任，
学年，養護教諭，寮監，舎監，ケアサポーターなどが事実確認を行い，情報を共有し，共通実践に努める。

⑷ 事実確認後，生徒，保護者への指導に当たる。この際，加害，被害両方の保護者へ連絡する。また，必要に応
じて，クラス・学年全体の保護者へ連絡し，このようなことは許されることではなく，協力していじめをなくし
ていくことを共有する。

⑸ いじめられた生徒に対する心のケアをどのように行うのか，「いじめ対策委員会」で検討し，必要に応じて関係
機関と連携する。

⑹ いじめは人間として絶対に許されない行為であることを加害生徒だけではなく，観衆・傍観している生徒にも再
度指導し，学校全体へいじめはしてはいけないことを理解させる。
⑺ いじめの実態調査の結果，深刻な事態を招く可能性があると判断される場合には，必要に応じ，警察との連携
を図り，中学校においては出席停止の措置についても検討する。

５ いじめが解消したと思われる事例についても継続的に支援し，生徒の心のケアに当たる。
６ 教育相談体制の確立を図る。
７ スクールカウンセラー・関係機関との連携を図り，積極的活用を図る。
８ 「いじめ対策必携」の活用を図る。

外部関係機関との連携
スクールカウンセラー,肝付警察署,大隅児童相談所,県教育委員会,県総合教育センター教育相談課,かごしま教育ホットライン24

大志：自己の確立

叡智：好学の気風

至誠：利他の精神


